











面が双方向的に質を高める食事のあり方があるはずだと考え、ひとり食べを “ 孤食 ”、





て、逆の発想 “ 理想の食事のスケッチ法 ” を開発し調査をすると、さらに深刻なこと、
食事に人間が描かれない、食事の理想像を描けない実態が表面化する。マイナスを強

















は食事から積み残されがちだった “ 生活者の個性や人間性を重視する食事・食生活・食環境 ”
のあり方検討そのものにつながる。
４．2013 年の今：第 2 次食育推進基本計画や健康日本 21( 第 2 次 ) のキーワードに位置づ
けられて、共食・孤食の必要性や重要性を “ 知る ” 人は年代を問わず多くなった。しかし、
残念なことに “ 共食の形骸化 ”” 見えない孤食 “ が進行していることが最近の調査（足立・安
達 2013）で明らかになった。例えば、食卓に携帯電話を持ち込んで、受発信優先で進む食事、
場所と時間は共有しているがコミュニケーションが少ない等である。





















































い時に “ 今日の食事はよかった ” と思います。家族の食事は健康、味や満足、人間関係、文化、経済、
環境などが絡み合うダイナミックな営みなので、これらの絡み合いの中で評価しています。薬を飲ん






は “ 人間が食物を食べる営み ” なのに人間が抜けてしまうのはおかしい。誰と食べるか、一人で食べ
るか、どう食べるかを捨象した食事のとらえ方や評価の仕方はおかしい・・・・と。









































族との共食 ”、1 週間に何日 ( または何回 ) いっ
しょに食べるかの回数を用いて “ 共食頻度 ”、
逆に一人で食べることを “ ひとり食べ ”、そ





　1981 年、全国 7 地域の小学 5 年生 1067 名に協力してもらった調査結果を基にした “ なぜひとり















ました。食べた “ 物 ” 調査ですから、より正確
を期すためには作った人、大人たち、多くは食
事担当者に回答を求めることが多かったです。













　これは、1998 年調査の中の 2 枚です。左上
は家族いっしょの食事。右下は空間的には一
緒ですが、“ 食事 ” をいっしょに食べていない。
親子はわずか 1 メートル以内の距離に座ってい
ますが、母親はパソコンで仕事をし、5 年生




　1981 年と 1999 年調査結果を比較しました。
朝食について、家族全員で食べるが 22.4% か
ら 12.6% に減少し、逆に一人で食べるが 17．8％
から、26.4% に多くなっています。そして、子
























































は「65 歳からの食卓」という書名で NHK 出版
から発刊され、足立己幸の共食シリーズ第 3 冊
目にあたります）からも明らかです。この図は
































































いた図 10 を上部に再掲しています。1981 年


























































































されている食事中のテレビ視聴は、“ 同じ映像を観ながら食べる ” という点からすれば、別々の交信
を気にしている携帯電話の受送信行動より、少し救われるような気がします。きわめて現代的なライ


















































































　こうしたことを感じたり、考えたり、話し合ったりする身近な場としても “ 共食 ” を大切にしたい
と思います。
　私の発言を終わらせて頂きます。ありがとうございました。
図 32
足立己幸　略歴
略歴：東北大学農学部卒業、保健学博士、管理栄養士。専門は食生態学・食教育学・
国際栄養学。東京都保健所・衛生局栄養課技師等を経て、1968 年から女子栄養大学へ。
教授、大学院研究科長等を経て、2006 年から名誉教授。同年、名古屋学芸大学大学院
教授、2011 年から同健康・栄養研究所長。NPO 法人食生態学実践フォーラム理事長、
等。「なぜ一人で食べるの」「知っていますか　子どもたちの食卓」「65 歳からの食卓」（い
ずれも NHK 出版）他著書多数。
※一部写真・表を割愛させていただきました。
